
                             令 和 4 年 3 月 22 日 

九州地方整備局 建政部

佐賀県佐賀市の「歴史まちづくり計画（第２期）」の認定

佐賀市の「歴史まちづくり計画（第２期）」について、歴史まちづくり法に基づき、３月２２日 

付けで主務大臣（文部科学大臣、農林水産大臣、国土交通大臣）が認定しました。 

今回の認定により、九州で歴史まちづくり計画に取り組む 14 都市のうち、第１期計画を 

完了し、第２期計画の取組を進める都市は２都市となります。 

※歴史まちづくりとは 

全国各地には、城や神社仏閣とその周辺の町家や武家屋敷等から成る市街地と、祭

礼行事、民俗芸能、昔ながらの生業等の人々の伝統的な営みや活動とが一体となって、

地域の個性とも言える歴史的な情緒や風情を醸し出すまちが多くあります。 

これらを「歴史的風致」として地域固有の資産であると捉え、関係省庁が連携し、地域の

活性化や歴史・伝統文化の保存・継承について、ハード・ソフト両面から支援しています。 

国土交通省発表   https://www.mlit.go.jp/report/press/toshi10_hh_000391.html 

佐 賀 市 発 表   https://www.city.saga.lg.jp/main/78756.html 

【問い合わせ先】 

国土交通省 九州地方整備局 建政部 

TEL：092-471-6331（代表）、092-707-0186（直通） 

計画管理課 課 長   箕 口 （内線 6121） 

計画管理課 計画・景観係長 中山 （内線 6134） 

【同時発表】 

文部科学省、農林水産省、国土交通省、 

佐賀市 

【史跡三重津海軍所跡】【長崎街道 (佐賀市歴史民俗館)】【佐賀城鯱の門及び続櫓】



（別紙） 

○佐賀県佐賀市の取組 

（１）第１期計画の取組による成果 

 佐賀市では、平成24年度から令和３年度（10年間）を計画期間とする第１期歴史まちづくり計

画により、以下のような成果をあげています。 

 ・歴史的建造物が多く残る柳町周辺において、旧森永家住宅（明治期）、旧久富家住宅（大正

期）の取得及び保存改修を実施し、外観は歴史的な趣を残しながら、内部はカフェや工房な

どとして民間事業者による利活用を推進したことにより、来訪者の増加、にぎわい創出につ

ながりました。 

・佐賀城下を東西に貫く長崎街道の道筋を明確にするための舗装高質化、点在する歴史資産

等の案内・説明看板設置により、来訪者の利便性向上、回遊促進に繋がりました。 

（２）第２期計画の概要 

佐賀市では、江戸初期から大きく変わることなく町割が維持されてきた佐賀城下町と、平成

27 年に世界文化遺産に登録された「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」

の構成資産のひとつである史跡三重津海軍所跡の周辺などにおいて、地域住民によるボラン

ティア清掃、菓子文化や伝統産業の継承、恵比須信仰、偉人の顕彰、浮立や田楽といった民

俗芸能などの人々の営みにより、７つの歴史的風致が形成されています。 

第２期計画では、史跡三重津海軍所跡の遺構を恒久的に保護しつつ、来訪者の理解をより

一層深めてもらうための史跡整備事業をはじめ、歴史的建造物の保存・活用、歴史資産等の

周遊環境整備、地域固有の歴史文化の継承と市民の理解促進に、引き続き取り組みます。 

旧久富家住宅取得・保存改修 長崎街道 道路整備（カラー舗装） 案内・説明看板等の整備

史跡三重津海軍所跡全景



参考資料



九州の歴史まちづくり計画等の情報については、下記ホームページ等で紹介しています。 

【九州地方整備局 建政部ホームページ】 

「九州歴史まちづくり」 

http://www.qsr.mlit.go.jp/n-park/kyushu-rekimati_HPdocx.html 

【九州歴史まちづくりインスタグラム】 

 九州地方整備局と認定都市（14 都市）で組織する「九州歴史まちづくり 

ブランド推進会」が、九州歴史まちづくりに関する情報、認定都市の魅力 

などをインスタグラムで情報発信しています。 

http://www.qsr.mlit.go.jp/n-park/5_kyushu_rekimachi_instagram/kyushu_rekimachi_instagram.html


